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2024年4月18日（木）令和6年度

第1回 大ホール

夢のつづき〔毎月１日発行〕／第33巻第1号／通巻第335号・令和6年4月1日発行
平成4年10月2日第三種郵便物認可・年間購読料1,700円（郵便料共）

開　場 17：30
開講式 17：50
講　演 18：30（終了20:00）
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　2022年2月、ロシアのウクライ
ナ侵攻が始まってすでに2年が経ち
ました。日々のニュースで、軍事侵
攻の犠牲になる人々を見聞きするた
びに、心が痛くなります。
　令和6年度の開講式の日にお迎え
するのは、「現代ロシア政治」専門
家の中村逸郎氏です。
　メディアへの出演も数多く、フジ
テレビ 「めざまし8」、レギュラー
コメンテーター TBS系列「ゴゴス
マ ～GO GO!Smile !～」、ABCテ
レビ「教えて!ニュースライブ　正
義のミカタ」などで、ロシアという
国についての「本当のこと」を言い
続けておられます。
　中村さんは、1956年、島根県の

お生まれで、1986年、学習院大学大
学院政治学研究科博士課程単位取得
後退学。その後、モスクワ国立大学、
ロシア科学アカデミー「国家と法研
究所」に、合わせて4年間留学され
たという経験をお持ちの方です。
　ロシア外務省が2022年5月4日
に発表した「無期限の入国禁止」の
対象者リストに、中村逸郎さんが含
まれていたことが判明しています。
　今回の講演会では、ロシアとウク
ライナのお話はもちろんのこと、私
たち日本の将来にかかわる国際情勢
について「本音の話」を聴かせてい
ただけることでしょう。
　どうぞご期待ください。

テーマ ● ロシアの闇とは何か
 　　 ～激動の国際情勢～

中
なかむら

村 逸
いつろう

郎氏講　師 ● 筑波大学名誉教授　

■と　き／5月15日（水） 18:30～20:00

■講　師／感性リサーチ社長　黒
くろかわ

川 伊
い ほ こ

保子氏
■テーマ／人生に効く脳科学

～脳が創りだす男女のミゾ、人生の波～

●長野県生まれ、栃木県育ち。ヒトと人工知能の対話研究の立場
から、コミュニケーション・サイエンスの新領域を拓いた、感性
研究の第一人者。脳の気分を読み解くスペシャリスト（感性アナ
リスト）である。
　人間関係のイライラやモヤモヤに対し、解決策をもたらす著作
も多く、「妻のトリセツ」をはじめとするシリーズは、累計で100
万部を超える人気である。

●島根県生まれ。日本の国際政治学者。専門
研究分野は、現代ロシア政治、日ロ関係。
2022年4月から島根県立大学客員教授、5月
から筑波大学名誉教授となる。
　著書として、「シベリア最深紀行 知られざ
る大地への七つの旅」「ロシアを決して信じ
るな」など多数ある。

中村 逸郎 氏のプロフィール

4月の講演会は第3木曜日です。
開講式は17:50〜です。ご注意ください!
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渡邊　修

中田　正輔

◦�ご入場の際は、手指消毒・検温にご協力ください。体調の
悪い方は入場をご遠慮ください。
◦できるだけ不織布マスクを着用し、会話はお控えください。
◦�受講生ご本人が欠席で代理出席の場合も、必ず「学生証」を
ご持参ください。
◦講演会の開演５分前から、１階席には入場できません。
◦席取りは、ご遠慮ください。
◦�携帯電話等の各種電子機器は、電源を確実にお切りくだ
さい。
◦�アルカスSASEBO大ホールの空調は、部分的な調整ができ
ません。できる限りの対応をしていますが、フロア及び座
席の位置によってかなりの温度差があります。十分な準備
をされた上でご出席ください。

※�新型コロナウィルス等の感染状況や講師の都合、天災その他
不測の事態により、開催日時の変更や延期、または講師を変更
して代替開催をする場合があります。

〜ご来場時の注意事項とお願い〜令和6年度（第33期）今後の講演会予定
　令和6年
　 5月15日㈬  黒川 伊保子氏（感性リサーチ社長）
　 18:30〜20:00� 『人生に効く脳科学　～脳が創りだす男女のミゾ、人生の波～』

　 6月20日㈭  茂山 千五郎氏（狂言師）
　 18:30〜20:00� 『「狂言」という名のお芝居』

　 7月18日㈭  安藤 和津氏（エッセイスト・コメンテーター）
　 18:30〜20:00� 『明日を素敵に生きるには』

　 8月22日㈭  和田 秀樹氏（精神科医）
　 18:30〜20:00� 『からだの健康　こころの健康』

　　9月19日㈭  大八木 弘明氏（駒澤大学陸上競技部総監督）
　 18:30〜20:00� 『育てて活かして勝つ　～覚悟と挑戦～』

　　10月17日㈭  若狭 勝氏（弁護士）
　 18:30〜20:00� 『これで分かったうそを見抜く力、見破る力』

　　11月21日㈭  加藤 登紀子氏（歌手）
　 18:30〜20:00� 『加藤登紀子トーク＆ライブ「百万本のバラ」』
　　12月19日㈭  杉本 昌隆氏（将棋棋士・八段）
　 18:30〜20:00� 『師匠が語る「弟子・藤井聡太」という才能』

　令和7年
　 1月16日㈭  デヴィ・スカルノ氏（国際文化人）
　 18:30〜20:00� 『人生のモチベーション』

講演を聴かれた感想をお待ちしています！ 400字程度にまとめて、メール・郵便・ＦＡＸのいずれか
にて、させぼ夢大学事務局までお送りください。 締め切りは4月23日㈫必着です。　　  こちらからも送れます➡


